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令和６年度
一般会計予算

― 前年度比５．６％減 ―

長寿祝金事業縮小

　

１
月
29
日
に
第
１
回
臨
時
会
が
招

集
さ
れ
（
会
期
は
１
日
間
）、
報
告

２
件
、
補
正
予
算
１
件
を
含
む
議
案

３
件
が
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
車
両
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　

６
８
０
万
円

概
要　

車
両
の
故
障
に
よ
る
更
新
。

改
造
な
ど
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、

事
業
費
は
令
和
６
年
度
へ
繰
り
越
す
。

●
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯

　

支
援
給
付
金　

７
０
７
５
万
円

●
低
所
得
子
育
て
世
帯
加
算
給
付

　

金　
　
　
　
　

３
０
５
６
万
円

概
要　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る

低
所
得
世
帯
・
子
育
て
世
帯
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
給
付

金
を
支
給
す
る
も
の
。
令
和
６
年
３

月
下
旬
か
ら
支
給
開
始
。

●
小
中
学
校
施
設
整
備
等
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　

２
５
１
４
万
円

概
要　

各
学
校
の
外
壁
や
屋
根
、
給

水
施
設
な
ど
の
修
繕
や
更
新
に
係
る

工
事
費
な
ど
。
工
期
の
関
係
に
よ
り
、

一
部
を
令
和
６
年
度
へ
繰
り
越
す
。

　

第
２
回
定
例
会
が
招
集
さ
れ
、
２

月
22
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の
27
日

間
で
開
か
れ
ま
し
た
。
報
告
２
件
、

５
年
度
各
会
計
の
補
正
予
算
６
件
、

６
年
度
各
会
計
予
算
６
件
、
条
例
改

正
お
よ
び
廃
止
９
件
、
人
事
案
件
２

件
を
含
む
議
案
24
件
、
陳
情
７
件
、

議
提
５
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

陳
情
３
件
を
不
採
択
、
１
件
を
継

続
審
査
と
し
た
ほ
か
、
全
て
同
意
・

可
決
し
て
い
ま
す
。

１
月
臨
時
会

（
令
和
６
年
第
１
回
）

３
月
定
例
会

（
令
和
６
年
第
２
回
）

ＱＡ

ＱＡ

臨
時
会
・
定
例
会

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

一　

般　

質　

問

議 

員 

研 

修

意
見
交
換
会

臨
時
会
・
定
例
会

一　

般　

質　

問

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

意
見
交
換
会

議 

員 

研 

修

●
人
権
擁
護
委
員
の
再
任
を
同
意

　　
　

佐
々
木　

由
佳
子 

氏

　
　

佐
々
木　

明　

子 

氏

　
　

任
期
：
令
和
６
年
７
月
１
日

　
　
　
　
　

か
ら
３
年
間

◎
長
寿
祝
金
事
業
の
規
模
縮
小
へ

概
要　

今
後
事
業
費
の
増
大
が
見
込

ま
れ
る
長
寿
祝
金
事
業
の
継
続
を
図

る
た
め
、
対
象
年
齢
と
支
給
額
を
見

直
す
も
の
。

　

事
業
の
見
直
し
が
必
要
に
な
っ
た

　

要
因
と
経
過
は
。

　

支
給
対
象
者
数
が
年
々
増
加
し
て

　

お
り
、
団
塊
の
世
代
が
80
歳
と
な

　

る
令
和
９
年
度
に
は
支
給
額
が
約

　

２
０
０
０
万
円
と
な
る
見
込
み
。

　

他
の
高
齢
者
施
策
の
対
象
者
増
加

　

も
見
込
ま
れ
る
た
め
、
限
り
あ
る

　

財
源
の
中
で
長
寿
祝
い
金
を
継
続

　

す
る
た
め
の
改
正
と
な
る
。

　
　

祝
い
金
は
「
高
齢
者
に
敬
意
を

　

表
す
る
」
趣
旨
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

　

廃
止
で
は
な
く
規
模
縮
小
の
提
案

　

と
な
っ
た
。

　

県
内
他
市
の
状
況
は
。

　

1
0
0
歳
か
99
歳
の
み
対
象
が
６

　

市
、
1
0
0
歳
と
88
歳
か
80
歳
対

　

象
が
５
市
、
そ
れ
以
上
対
象
が
１

　

市
（
本
市
を
除
く
12
市
）
。

　
　

改
正
後
で
も
県
内
他
市
と
同
水

　

準
か
上
回
る
支
給
対
象
、
金
額
設

　

定
と
な
る
よ
う
検
討
し
た
。

　

反
対
討
論　
　
　
　

齋
藤　

光
春

　

本
市
の
財
政
状
況
か
ら
、
事
業
費

の
見
直
し
の
必
要
性
は
十
分
理
解
で

き
る
が
、
対
象
年
齢
を
現
行
の
ま
ま

支
給
金
額
を
見
直
す
な
ど
、
本
改
正

案
の
再
度
の
検
討
を
望
む
こ
と
か
ら

本
議
案
に
反
対
す
る
。

議
会
の
視
点

　

委
員
会
審
査
で
は
、
改
正
案
の
提

案
が
唐
突
で
あ
り
、
市
民
へ
の
説
明

が
不
足
で
あ
る
と
の
反
対
意
見
や
、

他
の
高
齢
者
施
策
の
維
持
や
新
規
事

業
へ
の
対
応
、
長
寿
祝
い
金
を
継
続

す
る
た
め
に
事
業
縮
小
は
や
む
を
得

な
い
と
の
賛
成
意
見
も
み
ら
れ
た
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
が
招
い
た
条
例

改
正
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

●
消
防
団
員
の
報
酬
増
額
へ

概
要　

消
防
団
員
の
年
額
報
酬
を
国

の
示
す
基
準
に
合
わ
せ
、
現
行
２
万

１
４
０
０
円
か
ら
３
万
６
５
０
０
円

に
改
定
す
る
も
の
。

　

改
正
に
よ
る
支
出
増
額
分
は
。

　

令
和
５
年
度
比
で
４
９
６
万
円
増

　

額
の
見
込
み
。
令
和
６
年
度
は
国

　

の
交
付
税
措
置
が
あ
る
。

議
会
の
視
点

　

地
域
の
防
災
活
動
を
担
う
消
防
団

に
は
、
地
域
住
民
か
ら
も
高
い
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

団
員
の
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
昨
今
、
報
酬
の
増
額
改
定
に
よ
り

団
員
減
少
化
の
抑
制
に
つ
な
が
る
よ

う
期
待
す
る
。
今
後
の
動
向
に
注
視

す
る
。

●
前
川
「
い
ち
ょ
う
館
」
を
無
償

　

譲
渡

概
要　

金
浦
野
菜
指
定
産
地
研
修
セ

ン
タ
ー
を
前
川
自
治
会
の
地
域
活

動
・
振
興
の
拠
点
と
し
て
無
償
譲
渡

す
る
も
の
。

　

譲
渡
後
の
固
定
資
産
税
は
自
治
会

　

負
担
と
な
る
の
か
。

　

登
記
免
許
税
は
自
治
会
負
担
だ
が
、

　

固
定
資
産
税
は
免
除
さ
れ
る
。

議
会
の
視
点

　

今
後
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」
に
沿
っ
て
、
市
有
財
産
の
統
合

や
廃
止
が
続
く
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

今
定
例
会
で
現
場
を
確
認
し
た

「
鶴
泉
荘
」
や
「
エ
ニ
ワ
ン
」
な
ど

も
、
民
間
譲
渡
を
視
野
に
検
討
し
て

い
る
と
の
こ
と
。
市
民
生
活
に
と
っ

て
利
便
性
の
増
す
形
態
で
の
移
管
が

望
ま
れ
る
。

ＱＡ

ＱＡ

改正後 改正前

80歳 5,000円 5,000円

85歳 対象外 10,000円

90歳 10,000円 15,000円

95歳 対象外 25,000円

100歳 10万円 30万円

支　給　金　額
年齢

前川自治会へ譲渡する「いちょう館」

導入予定と同型の車両

１５１億円を可決
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◎
担
い
手
農
家
の
経
営
を
支
援

　

夢
あ
る
園
芸
産
地
創
造
事
業　

　
　
　
　
　
　
　

２
５
５
６
万
円

概
要　

事
業
の
複
合
化
、
多
角
化
を

通
じ
て
園
芸
農
家
の
高
収
益
化
を
図

る
た
め
、
機
械
・
施
設
な
ど
の
導
入

に
係
る
費
用
を
補
助
す
る
も
の
。

　

補
助
事
業
の
説
明
は
市
で
行
う
の

　

か
。
新
規
就
農
者
助
成
を
受
け
た

　

方
で
離
農
者
は
い
る
の
か
。

　

市
や
国
・
県
の
補
助
金
の
う
ち
、

　

市
が
受
付
窓
口
の
も
の
を
通
知
す

　

る
ほ
か
、
補
助
制
度
を
記
載
し
た

　

冊
子
を
配
布
し
て
い
る
。

　
　

他
事
業
で
は
あ
る
が
、
既
に
離

　

農
し
た
方
も
い
た
。

◎
有
害
鳥
獣
対
策
を
強
化

　

電
気
柵
設
置
支
援　
　

30
万
円

　

不
要
果
樹
等
伐
採
支
援
６
万
円

概
要　

多
発
す
る
ク
マ
・
イ
ノ
シ
シ

に
よ
る
人
身
被
害
や
農
作
物
被
害
防

止
の
た
め
、
対
策
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
も
の
。

議
会
の
視
点

　

狩
猟
者
の
報
酬
・
経
費
な
ど
の
増

額
に
続
く
新
規
事
業
と
な
る
。
市
民

の
安
全
対
策
の
強
化
が
望
ま
れ
る
。

◎
ア
ウ
ト
ド
ア
拠
点
施
設
開
業
へ

　

「 N
IK

A
H

O
 O

U
T

D
O

O
R
 B

A
S
E

 

」

　

（
ニ
カ
ホ 

ア
ウ
ト
ド
ア 

ベ
ー
ス
）

　

関
連
事
業
費　

３
０
７
３
万
円

概
要　

施
設
の
指
定
管
理
費
、
体
験

教
室
な
ど
の
委
託
や
地
域
活
性
化
企

業
人
の
負
担
金
な
ど
。

　

施
設
開
業
が
５
月
の
連
休
後
に
な

　

っ
た
事
に
よ
る
、
集
客
な
ど
へ
の

　

影
響
を
ど
う
み
て
い
る
の
か
。

　

人
の
流
れ
が
多
い
連
休
期
間
の
開

　

業
は
、
集
客
し
や
す
い
反
面
、
駐

　

車
場
の
不
足
に
よ
る
渋
滞
な
ど
の

　

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
開
業
予
定

　

の
６
月
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ー
ズ

　

ン
の
始
ま
り
が
施
設
の
追
い
風
に

　

な
る
と
期
待
し
て
い
る
。

議
会
の
視
点

　

資
材
の
調
達
の
遅
れ
な
ど
か
ら
開

業
が
６
月
に
ず
れ
込
ん
だ
が
、
地
域

の
賑
わ
い
や
関
係
人
口
増
加
に
大
き

く
寄
与
す
る
こ
と
と
期
待
す
る
。

●
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
運
営
管
理
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

25
万
円

概
要　

改
修
工
事
後
の
竹
嶋
潟
ス
ケ

ー
ト
パ
ー
ク
に
係
る
光
熱
水
費
と
監

視
カ
メ
ラ
・
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
通
信

料
な
ど
。

議
会
の
視
点

　

４
月
１
日
、
利
用
者
の
要
望
に
よ

る
初
心
者
向
け
エ
リ
ア
や
照
明
器
具

が
増
設
さ
れ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
た
。
使
用
時
間
が
繰
り
上

げ
・
延
長
さ
れ
、
利
用
者
の
増
加
が

み
こ
ま
れ
る
。
本
市
の
「
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
の
場
」
「
交
流
の
場
」
と
し

て
の
役
割
に
も
期
待
し
た
い
。

令和６年度予算の審査

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
・
歳
出
と
も
に
５
年
度
の
実

績
と
実
績
見
込
み
に
よ
る
減
額
補
正

が
多
数
を
占
め
る
。

☝ 

注
目
事
業
の
審
議
・
審
査

　
◎
ふ
る
さ
と
納
税
特
産
品
返
礼
増

　

額　
　
　
　
　

５
０
０
０
万
円

概
要　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
件
数

増
加
に
よ
る
、
返
礼
品
配
送
料
の
不

足
に
よ
る
も
の
。

　

現
在
の
寄
附
額
と
補
正
後
の
返
礼

　

事
業
予
算
額
は
。

　

３
月
10
日
現
在
２
万
７
４
９
９
件

　

で
７
億
２
８
５
０
万
円
。
補
正
後

　

の
予
算
額
は
４
億
１
０
０
０
万
円

　

と
な
る
。

議
会
の
視
点

　

昨
年
10
月
の
制
度
改
正
に
よ
る
影

響
が
、
今
後
現
わ
れ
て
く
る
と
み
ら

れ
る
。
寄
附
件
数
と
寄
附
額
、
返
礼

品
経
費
の
動
向
に
注
視
す
る
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

☝ 

注
目
事
業
の
審
議
・
審
査

　
◎
地
方
債
（
歳
入
）

　
　
　
　
　
　

10
億
１
７
５
万
円

概
要　

各
起
債
の
総
計
。
令
和
５
年

度
比
9.3
％
、
１
億
３
２
２
万
円
の
減

と
な
っ
た
。

　

合
併
特
例
債
は
現
在
80
％
発
行
済

　

み
だ
が
、
発
行
で
き
る
残
額
は
。

　

当
初
発
行
限
度
額
１
２
８
億
１
２

　

０
０
万
円
の
80
％
を
発
行
し
て
お

　

り
、
残
額
は
24
億
４
５
０
０
万
円

　

と
な
る
。

議
会
の
視
点

　

地
方
交
付
税
の
措
置
が
さ
れ
る
も

の
の
、
合
併
特
例
債
そ
の
も
の
は
市

の
借
金
で
あ
る
。
市
債
（
借
金
）
の

償
還
（
返
済
）
と
、
合
併
特
例
債
に

よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
施
設
の
維
持
管

理
経
費
の
動
向
を
注
視
す
る
。

◎
地
域
脱
炭
素
化
計
画
策
定
業
務

　
　
　
　
　
　
　
　

５
８
０
万
円

概
要　

環
境
省
の
補
助
金
を
受
け
て
、

市
の
地
域
脱
炭
素
実
現
に
向
け
た
計

画
を
つ
く
る
た
め
の
委
託
料
。

　

脱
炭
素
の
実
現
と
ま
ち
づ
く
り
を

　

並
行
し
て
事
業
を
進
め
る
た
め
の

　

手
法
は
。

　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ

　

ッ
プ
を
活
用
し
て
、
様
々
な
意
見

　

を
反
映
し
な
が
ら
計
画
づ
く
り
を

　

進
め
て
い
く
予
定
。

議
会
の
視
点

　

脱
炭
素
化
を
目
指
し
な
が
ら
も
、

市
民
の
暮
ら
し
を
よ
り
良
く
す
る
施

策
や
、
地
域
が
抱
え
る
問
題
の
解
決

な
ど
に
関
す
る
取
り
組
み
内
容
に
期

待
す
る
。

◎
収
蔵
資
料
の
電
子
保
存
と
公
開

　

へ　
　
　
　
　

７
６
６
６
万
円

概
要　

資
料
の
分
散
所
蔵
や
劣
化
を

防
ぐ
た
め
、
市
内
博
物
館
系
４
施
設

が
共
同
し
て
行
う
収
蔵
資
料
の
デ
ジ

タ
ル
化
事
業
に
係
る
委
託
料
な
ど
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
よ
り
「
に
か
ほ

地
域
学
」
の
推
進
や
研
究
者
ら
と
の

関
係
人
口
の
創
出
、
市
民
の
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
醸
成
な
ど
を
図
る
。

　

当
初
予
算
の
算
定
方
法
は
。

　

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
交
付
金

　

と
図
書
館
振
興
財
団
助
成
金
申
請

　

の
際
、
市
内
４
館
の
資
料
を
厳
選

　

し
、
見
積
積
算
し
た
金
額
を
国
や

　

財
団
で
審
査
し
た
額
を
計
上
し
て

　

い
る
。

議
会
の
視
点

　

研
究
者
に
は
完
成
が
待
た
れ
る
事

業
だ
。
一
方
、
市
民
に
そ
の
成
果
を

ど
う
還
元
で
き
る
の
か
。
教
育
現
場

や
市
民
講
座
と
の
連
携
な
ど
の
取
組

が
、
こ
の
事
業
効
果
拡
大
に
直
結
す

る
。
大
い
に
期
待
し
た
い
。

令和５年度補正予算の審査・令和６年度予算の審査

デ ジ タ ル 化 を 予 定 す る 資 料
建設中のアウトドア拠点施設（４月11日　撮影）

改修されたスケートパーク

ＱＡＱ

Ａ ＱＡ ＱＡ

臨
時
会
・
定
例
会

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

一　

般　

質　

問

議 

員 

研 

修

意
見
交
換
会

臨
時
会
・
定
例
会

一　

般　

質　

問

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

意
見
交
換
会

議 

員 

研 

修

ＱＡＱＡ

◀ 齋藤憲三氏に関わる資料

▲ 象潟図屏風六曲一双

施設で使用するロゴ ▶



にかほ市議会だより　第79号　２０２４．５．１にかほ市議会だより　第79号　２０２４．５．１

総務…総務常任委員会、教民…教育民生常任委員会、産建…産業建設常任委員会

予算決算特別…一般会計予算決算特別委員会

　○は賛成　●は反対（※1　議長は表決しない）

　簡易表決とは、可決に「異議がない」ことを会議に諮る簡易な方法のこと。 臨
時
会
・
定
例
会

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

一　

般　

質　

問

議 

員 

研 

修

意
見
交
換
会

臨
時
会
・
定
例
会

一　

般　

質　

問

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

意
見
交
換
会

議 

員 

研 

修

陳情・議提の審査議 案 ・ 賛 否 一 覧

●
議
提
第
４
号　

可
決

　

最
低
賃
金
法
の
改
正
と
中
小
企

　

業
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る
意

　

見
書

審
査
概
要　

全
国
一
律
賃
金
の
実
施

と
、
最
低
賃
金
引
上
げ
の
た
め
中
小

企
業
に
対
す
る
国
の
支
援
を
求
め
る

も
の
。

●
議
提
第
５
号　

可
決

　

仁
賀
保
高
等
学
校
の
存
続
を
求

　

め
る
決
議

決
議
要
旨　

県
内
の
生
徒
数
減
少
に

伴
う
高
校
の
再
編
計
画
の
必
要
性
は

理
解
す
る
が
、
仁
賀
保
高
校
と
他
校

と
の
統
合
案
提
示
は
唐
突
で
あ
り
、

市
議
会
へ
学
校
存
続
を
求
め
る
市
民

●
議
提
第
１
号　

可
決

　

に
か
ほ
市
議
会
議
員
政
治
倫
理

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

制
定

審
査
概
要　

法
改
正
に
伴
い
、
議
員

の
兼
業
禁
止
規
定
を
見
直
す
も
の
。

所
属
地
方
公
共
団
体
で
の
一
年
度
内

３
０
０
万
円
ま
で
の
請
負
が
認
め
ら

れ
る
。

●
議
提
第
２
号　

可
決

　

仁
賀
保
高
等
学
校
の
存
続
を
求

　

め
る
意
見
書

審
査
概
要　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の

学
び
や
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
と
さ
れ

て
い
る
学
校
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
仁

賀
保
高
校
の
存
続
を
県
・
県
教
育
委

員
会
に
求
め
る
も
の
。

●
議
提
第
３
号　

可
決

　

物
価
に
見
合
う
年
金
の
引
き
上

　

げ
を
求
め
る
意
見
書

審
査
概
要　

昨
今
の
物
価
高
騰
の
影

響
を
受
け
や
す
い
高
齢
者
の
生
活
の

安
定
の
た
め
、
年
金
支
給
額
の
引
き

上
げ
を
求
め
る
も
の
。

の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

本
校
の
存
続
は
、
こ
れ
ま
で
築
い

て
き
た
小
中
高
を
つ
な
ぐ
教
育
活
動

の
連
携
を
継
続
し
、
県
内
進
学
に
よ

り
秋
田
県
の
人
口
減
少
課
題
の
克
服

に
も
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
る
。
よ

っ
て
、
一
市
一
高
校
配
置
を
基
本
と

し
て
再
編
計
画
の
検
討
を
要
請
す
る

こ
と
を
全
員
一
致
で
可
決
し
た
。

○
陳
情
第
１
号　

不
採
択

　

あ
き
た
こ
ま
ち
Ｒ
に
つ
い
て
の

　

陳
情
書

○
陳
情
第
５
号　

不
採
択

　

「
あ
き
た
こ
ま
ち
」
の
「
あ
き

　

た
こ
ま
ち
Ｒ
」
へ
の
全
面
切
り

　

替
え
計
画
に
関
す
る
陳
情
書

審
査
概
要　

県
と
Ｊ
Ａ
が
地
域
の
理

解
を
得
な
が
ら
連
携
し
て
進
め
て
い

る
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
不
採
択

と
し
た
。

　
○
陳
情
第
13
号　

不
採
択

　

健
康
保
険
証
廃
止
の
中
止
に
つ

　

い
て
国
に
意
見
書
提
出
を
求
め

　

る
陳
情
（
継
続
審
査
）

審
査
概
要　

健
康
保
険
証
の
廃
止
が

閣
議
決
定
済
み
で
あ
り
、
願
意
の
実

現
性
が
低
い
こ
と
か
ら
不
採
択
と
し

た
。

1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 13 14 15 16

髙
橋

利
枝

齋
藤

光
春

佐
々
木
正
勝

宮
崎
信
一
※
1

齋
藤

雄
史

齋
藤

聡

齋
藤

進

佐
々
木
平
嗣

小
川

正
文

佐
々
木
孝
二

佐
藤

直
哉

佐
々
木
春
男

佐
々
木
敏
春

森

鉄
也

伊
藤

竹
文

1 専決処分の報告（専決第１８号） --

2 専決処分の報告（専決第１９号） --

1 にかほ市手数料条例の一部を改正する条例制定 可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

2 訴えの提起 可決 ○ ● ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

3 令和５年度にかほ市一般会計補正予算（第１１号） 可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

１月臨時会（１月２９日）
報　　告

-

-

議　　案

果結名件号番

議席番号

付　託
委員会

1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 13 14 15 16

髙
橋

利
枝

齋
藤

光
春

佐
々
木
正
勝

宮
崎
信
一
※
1

齋
藤

雄
史

齋
藤

聡

齋
藤

進

佐
々
木
平
嗣

小
川

正
文

佐
々
木
孝
二

佐
藤

直
哉

佐
々
木
春
男

佐
々
木
敏
春

森

鉄
也

伊
藤

竹
文

3 専決処分の報告（専決第１号） --

4 専決処分の報告（専決第２号） --

4 人権擁護委員候補者の推薦 同意 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

5 人権擁護委員候補者の推薦 同意 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

6
にかほ市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律
に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例制定

務総決可

7 にかほ市監査委員条例の一部を改正する条例制定 務総決可

8 にかほ市農業集落排水事業減債基金条例を廃止する条例制定 建産決可

9 にかほ市老人憩の家条例の一部を改正する条例制定 民教決可

10 にかほ市長寿祝金条例の一部を改正する条例制定 可決 ○ ● ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ 教民

11 にかほ市空家等の適正管理に関する条例の一部を改正する条例制定 建産決可

12 にかほ市農業関連施設条例の一部を改正する条例制定 建産決可

13
にかほ市水道事業給水条例及びにかほ市水道事業布設工事監督者の配置基準及び資
格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例制定

建産決可

14
にかほ市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例
制定

務総決可

15 市有財産の無償譲渡 建産決可

16 令和５年度にかほ市一般会計補正予算（第１２号） 可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予算特別

17 令和５年度にかほ市国民健康保険事業特別会計事業勘定補正予算（第３号） 民教決可

18 令和５年度にかほ市国民健康保険事業特別会計施設勘定補正予算（第４号） 民教決可

19 令和５年度にかほ市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号） 民教決可

20 令和５年度にかほ市農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号） 民教決可

21 令和５年度にかほ市水道事業会計補正予算（第３号） 建産決可

22 令和６年度にかほ市一般会計予算 可決 ○ ● ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ 予算特別

23 令和６年度にかほ市国民健康保険事業特別会計事業勘定予算 民教決可

24 令和６年度にかほ市国民健康保険事業特別会計施設勘定予算 民教決可

25 令和６年度にかほ市後期高齢者医療特別会計予算 民教決可

26 令和６年度にかほ市水道事業会計予算 建産決可

27 令和６年度にかほ市下水道事業会計予算 建産決可

陳1 あきたこまちＲについての陳情書 不採択 ● ● ○ - ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● 産建

陳2 年金制度における外国人への脱退一時金の是正を求める意見書の採択を求める陳情 継続審査 ○ ○ ○ - ○ ○

陳3 「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める陳情書 採択 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産建

陳5 「あきたこまち」の「あきたこまちＲ」への全面切り替え計画に関する陳情書 不採択 ● ● ○ - ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● 産建

陳6 仁賀保高等学校の存続を求める意見書提出に関する陳情 採択 ○ ○ ○ - ○ ○

陳7 「物価に見合う年金の引き上げを求める意見書」の採択を求める陳情書 採択 ○ ○ ○ - ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総務

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 教民

R5
陳13

健康保険証廃止の中止について国に意見書提出を求める陳情（継続審査） 不採択 ● ● ● - ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● 教民

1 にかほ市議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例制定 可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

2 仁賀保高等学校の存続を求める意見書 可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

3 物価に見合う年金の引き上げを求める意見書 可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

4 最低賃金法の改正と中小企業支援策の拡充を求める意見書 可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

5 仁賀保高等学校の存続を求める決議 可決 ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

請願・陳情

議提など

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

簡易表決

-

議 案

付　託
委員会

-

果結名件号番

議席番号

３月定例会（２月２２日～３月１９日）
報　　告

３月26日　県教育長に対する要望活動〔中央が秋田県教育長〕

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 教民



に
ぎ
わ
い
創
出
を

　
　

ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
！！

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
に

助
成　
　
　

１
９
７
万
円

災
害
に
強
い

　

ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　
　
　

め
ざ
し
て

災
害
対
策
費

　
　
　

２
億
７
８
７
２
万
円

　本市には天然芝サッカー

場４面を含むスポーツ資源

が充実している。

　資源を活かしてスポーツ

合宿での実績を積み上げ、

Jリーグなどのプロチーム

合宿誘致につなげ、市民の

盛り上がり（地域活性化）

につながる事を期待する。

　市地域防災計画の改訂や

防災行政無線強靭化事業、

ハザードマップ改訂などの

市民の生命を守る為の事業

費である。

　想定外とならぬよう、し

っかり予算の執行を行って

いただきたい。

４番

宮崎信一　議員

５番

齋藤雄史　議員

議員の視点
　　　　令和６年度予算

令和６年度予算　議員１５人は

　議員１５人が注目する令和６年度予算は、各議員の意見も合わせてお知らせします。

　着実に成果をあげてきた移

住リエゾン。本市の魅力を発

信し、移住希望者へのアプロ

ーチ、住居、仕事、地元住民

との交流会の開催など、移住

者と地域の橋渡しとして貴重

な存在。空き家対策にも、今

後更に期待する。

１番

髙橋利枝　議員

　令和６年度より展開される

旧上郷小学校におけるダイ

キ・ホールディングとアウト

ドアアクティビティ両事業に

よる誘客・関係人口の増加と

経済波及効果に注目する。

２番

齋藤光春　議員

　病児保育事業は、子育て世

帯の多様化したニーズに対応

するためのひとつの子育て支

援事業である。対象疾患や利

用方法などの周知徹底を図り、

「安心して預けられてよかっ

た」と言ってもらえる病児保

育となるよう期待する。

３番

佐々木正勝　議員

明るく元気な
　　　リエゾンに期待！

移住リエゾン事業

　　　　　　　　８６２万

経済活性化に向けた
　　　　　事業の成果は

アウトドア拠点づくり事業

　　　　　　３０７３万円

遊休施設の利活用

　　　　　　１５１２万円保育サービス充実へ

病児保育事業を拡充

　　　　　　６２４７万円

議員の視点
令和６年度予算　　　　

特 集 議員の視点
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・
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基本方針１ 快適に暮らせるまち

基本方針２ 子育てしやすいまち

基本方針３ 高齢者が元気なまち

基本方針４ 若者に魅力のあるまち

基本方針５ 人と文化が豊かなまち

基本方針６ 稼ぐ力が強いまち

基本方針７ 市民と行政が協働で

　　　　　 つながるまち

27.0億円

15.5億円

1.1億円

0.3億円

1.4億円

6.8億円

7.0億円

令和６年度主要事業の概要から

注）本表は、「にかほ市総合発展計画」の基本方

針の項目ごとに分類整理したものです。（一般

会計予算の主要事業から人件費や一般管理費を

除く）

基本方針１
　快適に
　暮らせるまち

４５．７％

基本方針２
　子育てしやすい
　まち
　　 ２６．２％基本方針３

　高齢者が元気なまち
　　　　　　 １．９％

基本方針４
　若者に魅力の
　あるまち
　　　 ０．５％

基本方針５
　人と文化が
　豊かなまち
　　　　２．４％

基本方針６
　稼ぐ力が強いまち

１１．５％

基本方針７
　市民と行政が協働で
　つながるまち

１１．８％



安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

市
地
域
防
災
計
画
更
新

　
　
　
　
　

５
８
４
万
円

津
波
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
作
成　
　

６
５
９
万
円

仁
賀
保
高
校
存
続
へ
支
援

仁
賀
保
高
校
存
続
・
魅
力

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

　
　
　
　
　

１
８
９
万
円

　定員割れが続く仁賀保高

校の存続に向けての支援。

高校の魅力向上や要望活動

に取り組む。

　同校卒業生の多くが地元

で活躍している現況を考え

ると、地元企業や本市の人

口動向にも大きな影響があ

る。市民一丸となり取り組

む必要を感じる。

　能登半島地震では、イン

フラの遮断や家屋の倒壊な

どの甚大な被害が発生。半

島であるが故の多くの課題

も浮き彫りとなった。本市

も地域特有の事情に主眼を

置きつつ、真に実効性のあ

る地域防災計画の改訂に期

待する。

１５番

森　鉄也　議員

１６番

伊藤竹文　議員

　５０歳以上で急激に発症率

が上昇し、８０歳までに約３

人に１人が発症するとされる

帯状疱疹は、ワクチンの費用

が高価であることが課題でし

た。対象となる市民には、是

非この助成を活用していただ

きたい。

１２番

佐藤直哉　議員

　すでに開設されている「病

後児対応型」と、この度の

「病児対応型」の連携で保護

者の就労と子育てを支援する

もの。令和６年度中の開設が

待たれる。

１３番

佐々木春男　議員

今年度より助成が
　　　　　開始されます

帯状疱疹予防接種を助成

　　　　　　　１３５万円

保護者の就労と
　　　　子育ての両立へ

病児保育事業を拡充

　　　　　　　６２４７万

　アウトドア拠点施設がまも

なくオープンする。当地の山

と海、豊かな水に恵まれた魅

力的なフィールドをどのよう

に活かすかが今後の取組みに

かかる。地域を挙げて知恵を

出し、新たな観光産業に育て

ていきたい。

１４番

佐々木敏春　議員

滞在型観光への
　　　　　脱皮に向けて

アウトドア拠点づくり事業

　　　　　　３０７３万円

　元日の能登半島地震の際、

市では防災無線で避難を呼び

掛けました。象潟元町地区の

市民の避難により、長岡線が

渋滞しました。象潟大竹線が

完成し、武道島を始め元町の

方々が安心して避難すること

が可能になることを期待して

います。

９番

佐々木平嗣　議員

　介護、障がい、子ども、困

窮などの諸問題を一括して支

援を行おうという新事業であ

る。行政は、横断的に市民の

様々な相談や困りごとに対応

すべきものだと思いますが、

この事業によって行われる支

援に期待しています。

１０番

小川正文　議員

災害避難道路としても
　　　　　　　　活用を

象潟大竹線道路の整備

　　　　　１億４００万円

市の横断的支援に期待

重層的支援体制の整備へ

　　　　　　６６４６万円

高齢者が元気な
　　　　　まちづくり

　今回の長寿祝い金条例の一

部改正になりましたが、余り

にも極端な減額になりました。

市民の戸惑いや落胆した様子

が目に耳に入ってきます。市

が今後市民への丁寧、詳細な

説明が必要であるのではない

か。

１１番

佐々木孝二　議員

長寿祝金事業を継続

　　　　　　　５３２万円

議員の視点
令和６年度予算　　　　

議員の視点
　　　　令和６年度予算

自
然
と
の
共
生
を

有
害
鳥
獣
対
策
事
業

　
　
　
　
　

３
４
０
万
円

新
生
を
祝
っ
て

す
こ
や
か
子
だ
か
ら
祝
金

　
　
　
　
　

６
５
０
万
円　第２子誕生に１０万円を

２５人分、第３子以降２０

万円を２０人分の総額６５

０万円。一人でも多くの将

来を担う子どもの誕生に繋

がるように、期待する。

　緩衝帯整備については、

里山の維持管理の様々な方

策を検討し、農作業に従事

している方や、山菜取りを

楽しむ方などに熊やイノシ

シなどの危険が及ぶことの

ないよう、自然との共生を

模索して欲しい。

６番

齋藤　聡　議員

８番

齋藤　進　議員
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・
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◀
録
画
配
信

　

問　

現
在
上
浜
地
区
に
お
い

て
「
チ
ョ
イ
ソ
コ
に
か
ほ
」※

の
実
証
実
験
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
効
果
は
。

　

市
長　

一
日
平
均
利
用
者
は

３
人
、
利
用
実
人
数
は
47
人
。

今
後
は
、
市
全
体
で
新
た
な

公
共
交
通
を
考
え
生
み
出
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

問　

若
者
支
援
住
宅
整
備
は
、

新
た
に
国
の
地
域
優
良
賃
貸

住
宅
制
度
を
活
用
し
て
早
期

の
整
備
を
目
指
す
と
い
う
が
、

制
度
上
の
問
題
は
な
い
か
。

　

市
長　

若
年
層
の
流
出
防
止

と
定
住
化
を
促
進
し
、
若
者

を
中
心
と
し
た
地
域
の
担
い

手
が
生
み
出
す
関
係
人
口
の

拡
大
と
経
済
波
及
効
果
の
た

め
と
い
う
目
的
に
よ
り
、
新

た
に
若
者
支
援
に
特
化
し
た

住
宅
整
備
を
規
定
す
る
こ
と

で
、
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
と

し
て
の
整
備
が
可
能
に
な
る
。

　

問　

新
た
に
設
け
る
病
児
対

応
型
の
保
育
施
設
の
受
入
対

応
は
。
感
染
症
児
童
の
受
入

は
。

　

市
長　

病
児
保
育
を
利
用
す

る
場
合
は
医
師
に
よ
る
診
察

の
上
で
、
利
用
で
き
る
か
判

断
し
、
医
師
が
記
入
す
る
利

用
連
絡
票
を
基
に
受
入
れ
を

決
定
す
る
。
施
設
内
に
は
隔

離
機
能
を
持
つ
部
屋
も
あ
り
、

感
染
症
の
受
入
の
対
応
も
可

能
。
本
市
の
受
け
入
れ
基
準

は
今
後
検
討
す
る
。

　

問　

「
市
民
と
行
政
が
協
働

で
つ
な
が
る
ま
ち
」
の
公
約

と
今
後
に
つ
い
て
。

　

市
長　

子
育
て
支
援
の
充
実

な
ど
公
約
以
上
の
取
組
が
実

現
す
る
見
通
し
で
あ
り
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い

く
中
で
は
常
に
誰
一
人
残
さ

な
い
こ
と
を
念
頭
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

ア
ワ
ビ
稚
貝
放
流
に
よ
る

　
　
　

資
源
増
殖
の
現
状
は

　

問　

ア
ワ
ビ
稚
貝
放
流
の
成

果
は
出
て
い
る
か
。

　

市
長　

稚
貝
放
流
は
20
年
以

上
取
り
組
ん
で
き
た
事
業
だ

が
、
漁
獲
量
は
平
成
27
年
の

16
ト
ン
を
ピ
ー
ク
に
減
少
へ

転
じ
、
令
和
５
年
は
0.5
ト
ン

に
ま
で
激
減
し
た
。
現
在
、

県
が
生
産
性
向
上
の
取
り
組

み
や
不
漁
原
因
の
調
査
を
行

っ
て
お
り
、
今
後
の
資
源
の

回
復
に
期
待
し
て
い
る
。

長
寿
祝
い
金

　
　

支
給
要
件
の
見
直
し

　

問　

長
寿
祝
い
金
の
支
給
要

件
を
見
直
し
た
が
、
今
後
の

高
齢
者
施
策
充
実
へ
の
考
え

方
は
。

　

市
長　

相
談
対
応
や
生
活
支

援
、
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

介
護
予
防
メ
ニ
ュ
ー
を
充
実

さ
せ
る
。
既
に
補
聴
器
購
入

費
助
成
を
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
費
用
に
対
し
て
助
成
す

る
。

　

今
回
の
見
直
し
は
、
長
寿

祝
い
金
の
全
て
を
廃
止
す
る

よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
、
今
後

も
事
業
が
継
続
で
き
る
よ
う

に
規
模
を
縮
小
し
た
も
の
で

あ
る
。

（
仮
称
）仁
賀
保
高
等
学
校
魅

力
化
推
進
地
域
連
携
協
議
会

設
立
に
関
し
て

　

問　

仁
賀
保
高
校
の
存
続
に

向
け
て
設
立
す
る
協
議
会
は

ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
う
の

か
。

　

市
長　

志
願
者
数
を
増
や
す

た
め
の
施
策
や
、
高
校
の
魅

力
化
な
ど
に
関
す
る
知
見
の

収
集
・
整
理
を
し
、
学
校
運

営
に
反
映
で
き
る
よ
う
高
校

と
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

協
議
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー

は
、
市
の
ほ
か
、
議
長
、
商

工
観
光
団
体
、
市
民
団
体
、

金
融
機
関
な
ど
の
参
加
を
想

定
し
て
い
る
。

市長

新年度の基本方針と公約の達成率を問う

　

録
画
配
信

▲ 公約はほぼ全て着手、項目以上の取組が

実現する見通しである

会
派　

響

市長

まちづくりにおける仁賀保高校存続の視点は

　

録
画
配
信

▲ 本市の持続可能なまちづくりを進める上で、

かけがえのない資源である。

会
派　

創
明
会

さ
い
と
う　
　
　
　

す
す
む

齋
藤　
　

進
議員

表 質 問会 派 代

　

さ　

さ　

き　

こ
う　

じ

佐
々
木
孝
二
議員

臨
時
会
・
定
例
会

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

一　

般　

質　

問

議 

員 

研 

修

意
見
交
換
会

臨
時
会
・
定
例
会

一　

般　

質　

問

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

意
見
交
換
会

議 

員 

研 

修

※
チ
ョ
イ
ソ
コ
に
か
ほ
…
昨
年
運
行

　

を
開
始
し
た
デ
マ
ン
ド
交
通
サ
ー

　

ビ
ス
。（
利
用
者
の
予
約
に
応
じ

　

て
運
行
時
刻
や
経
路
を
設
定
す
る

　

地
域
公
共
交
通
）
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問　

介
護
保
険
制
度
開
始
か

ら
23
年
に
な
る
が
、
こ
の
間
、

第
１
号
被
保
険
者
、
第
２
号

被
保
険
者
と
も
に
保
険
料
は

２
倍
を
超
す
大
幅
な
値
上
げ

に
な
っ
て
お
り
、
事
態
は
利

用
者
、
事
業
者
、
双
方
深
刻

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
制

度
の
改
善
を
国
に
求
め
な
が

ら
、
市
独
自
で
市
民
の
負
担

軽
減
を
図
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

市
長　

生
活
保
護
世
帯
と
同

等
の
生
活
水
準
で
あ
る
方
な

ど
を
対
象
に
、
市
独
自
で
保

険
利
用
者
の
負
担
額
の
助
成

を
し
て
い
る
自
治
体
も
県
外

に
は
あ
る
。
本
市
で
そ
の
基

準
に
該
当
す
る
方
は
約
３
０

０
人
お
り
、
そ
の
方
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
な
ど
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
通
し
、

実
態
把
握
を
行
う
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

市
独
自
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
本
市
と
由
利
本
荘
市
の

事
業
者
を
利
用
さ
れ
る
方
も

い
る
た
め
、
両
市
が
足
並
み

を
揃
え
た
協
議
が
必
要
。
施

設
や
事
業
所
の
人
材
不
足
も

喫
緊
の
課
題
と
認
識
し
て
お

り
、
施
設
に
対
し
実
態
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。
施
設
の

状
況
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

状
況
な
ど
を
分
析
し
た
う
え

で
、
国
へ
の
要
望
を
検
討
し

て
い
く
。

「
魅
力
あ
る
企
業
づ
く
り
」

に
つ
い
て

　

問　

市
内
事
業
所
に
お
け
る

人
手
不
足
は
、
採
用
も
ま
ま

な
ら
な
い
状
況
だ
。
事
業
所

個
々
に
対
す
る
調
査
な
ど
に

よ
る
、
具
体
的
な
実
態
の
把

握
が
必
要
で
は
。

　

市
長　

企
業
活
性
化
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
実
態
の
把
握
に
努

め
て
い
る
が
、
大
変
深
刻
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
従

来
か
ら
の
技
能
実
習
制
度
へ

の
支
援
や
、
キ
ャ
リ
ア
人
材

活
用
の
勉
強
会
を
行
う
な
ど
、

労
働
力
不
足
へ
の
支
援
を
続

け
て
い
く
。

　

引
き
続
き
、
労
働
力
の
確

保
や
職
場
定
着
の
支
援
に
も

取
り
組
む
。

「
自
然
と
文
化
を
融
合
し
た

観
光
振
興
」
に
つ
い
て

　

問　

株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
の

誘
致
に
よ
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
拠
点
整
備

が
実
現
す
る
こ
と
で
、
交
流

人
口
の
伸
び
と
と
も
に
滞
在

型
観
光
へ
の
移
行
も
期
待
で

き
る
段
階
と
な
っ
て
い
る
。

　

期
待
さ
れ
る
宿
泊
者
数
と
、

宿
泊
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
整

備
な
ど
、
課
題
を
ど
う
捉
え

て
い
る
か
。

　

市
長　

エ
コ
ツ
ア
ー
な
ど
の

実
施
に
伴
い
、
年
間
６
０
０

人
程
度
は
宿
泊
に
結
び
付
く

も
の
と
試
算
し
て
い
る
。

　

宿
泊
者
の
増
加
に
は
冬
期

間
の
体
験
型
・
滞
在
型
コ
ン

テ
ン
ツ
を
造
成
し
、
年
間
を

通
じ
た
宿
泊
利
用
者
の
平
準

化
と
滞
在
時
間
の
延
長
に
努

め
る
必
要
が
あ
る
。

　

現
在
、
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
ホ

テ
ル
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

公
約
に
基
づ
い
た
施
策
に

　
　
　

よ
る
成
果
に
つ
い
て

　

問　

経
済
波
及
効
果
と
実
質

的
効
果
は
。

　

市
長　

エ
ス
パ
ー
ク
や
ス
ケ

ー
ト
パ
ー
ク
、
ア
ウ
ト
ド
ア

拠
点
施
設
な
ど
の
利
用
者
に

よ
る
宿
泊
・
飲
食
・
特
産
品

販
売
な
ど
へ
の
波
及
効
果
が

期
待
で
き
る
。

企
業
誘
致
の
現
状
に
つ
い
て

　

問　

企
業
誘
致
に
向
け
た
市

長
の
活
動
及
び
進
捗
状
況
、

事
業
の
経
済
波
及
効
果
は
。

　

市
長　

業
種
を
問
わ
ず
開
拓

し
て
自
ら
訪
問
し
て
い
る
。

各
種
商
談
会
な
ど
へ
の
参
加

や
個
別
訪
問
の
実
施
、
商
工

会
と
の
連
携
、「
わ
く
ば
に

か
ほ
」
を
拠
点
と
し
た
支
援

を
行
い
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
の
担
い
手
の
確
保
を

期
待
し
て
い
る
。

若
者
支
援
住
宅
事
業
の

　
　
　
　

現
状
に
つ
い
て

　

問　

当
初
計
画
よ
り
整
備
が

遅
れ
て
い
る
現
状
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

　

市
長　

事
業
内
容
を
見
直
す

良
い
機
会
と
捉
え
て
い
る
。

　

問　

転
出
者
や
若
年
女
性
の

減
少
抑
制
の
効
果
は
。

　

市
長　

低
廉
で
良
質
な
住
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
で
子
育

て
支
援
や
女
性
の
減
少
抑
制

に
効
果
が
あ
る
と
期
待
す
る
。

　

問　

大
手
企
業
が
独
自
の
社

員
寮
を
準
備
し
た
。
若
者
支

援
住
宅
へ
の
影
響
や
期
待
は

変
わ
ら
な
い
か
。

　

市
長　

住
宅
建
設
と
入
居
希

望
の
需
要
は
薄
れ
て
い
な
い
。

　

問　

近
隣
自
治
体
へ
の
転
出

理
由
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は

行
わ
な
い
の
か
。

　

市
長　

現
時
点
で
は
考
え
て

い
な
い
。
県
の
実
態
調
査
を

参
考
に
し
て
い
る
。

長
寿
祝
金
条
例
の

　
　
　
　

改
定
に
つ
い
て

　

問　

費
用
的
に
削
減
す
る
必

要
は
無
い
と
考
え
る
が
。

　

市
長　

限
ら
れ
た
財
政
の
中

で
事
業
継
続
を
図
る
た
め
の

施
策
で
あ
る
。
今
後
も
高
齢

者
の
施
策
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
。

市
の
財
政
に
つ
い
て

　

問　

金
利
の
上
昇
は
、
本
市

の
財
政
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
及
ぼ
す
の
か
。

　

市
長　

地
方
債
の
利
払
い
負

担
の
増
加
に
直
結
す
る
。
市

債
発
行
の
際
は
、
財
政
的
に

有
利
な
交
付
税
措
置
の
あ
る

事
業
債
を
活
用
し
て
実
質
的

負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

残
高
が
２
０
２
億
円
あ
っ
た

平
成
21
年
度
以
降
、
積
極
的

に
繰
り
上
げ
償
還
や
低
金
利

市
債
へ
の
借
り
換
え
を
行
い
、

令
和
４
年
度
決
算
時
に
は
残

高
１
３
８
億
５
０
０
０
万
円

ま
で
減
少
し
て
い
る
。

　

問　

中
長
期
的
な
財
政
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

　

市
長　

施
設
の
再
編
計
画
が

動
き
出
し
た
こ
と
で
、
そ
の

具
現
化
が
財
政
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
反
映
さ
れ
て
い

く
段
階
に
入
っ
て
き
て
い
る
。

「
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

　

問　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
活
用

す
る
方
法
の
周
知
は
。

　

市
長　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
洪
水
、
土
砂
災
害
の
マ
ッ

プ
を
確
認
で
き
、
６
年
度
中

に
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

更
新
す
る
。
活
用
法
な
ど
は
、

出
前
講
座
や
地
域
の
会
合
で

周
知
し
た
い
。

心
と
体
の

　

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

　

問　

今
回
、
50
歳
以
上
の
方

々
を
対
象
と
し
て
費
用
助
成

を
開
始
す
る
帯
状
疱
疹
予
防

接
種
の
ほ
か
、
各
種
予
防
接

種
や
検
診
な
ど
に
対
す
る
助

成
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
実

績
は
。

　

市
長　

が
ん
検
診
の
令
和
４

年
度
の
実
績
は
胃
、
大
腸
、

肺
、
乳
、
子
宮
、
前
立
線
、

結
核
検
診
の
７
つ
の
検
診
の

対
象
者
が
９
０
０
５
人
、
受

信
者
数
は
６
５
１
０
人
、
受

診
率
72
・
３
％
。
５
年
度
の

実
績
は
、
現
在
受
診
率
74
・

８
％
と
上
が
っ
て
い
る
。

市長

市独自で介護保険制度の市民の負担軽減を
図るべきでは

　

録
画
配
信

▲

状況を分析し、国への要望を検討したい

市長

体験・滞在型観光への課題は

　

録
画
配
信

▲ 冬期間の体験型・滞在型コンテンツを造成し、

年間を通じた宿泊利用者増を図る

会
派　

公
明
党

会
派　

き
ぼ
う

市長

　

録
画
配
信

▲

実施事業のこれからの波及効果に期待

これからの施政方針・施策による経済波及効果は

「財政のシミュレーション」はどうなっている

市長 公共施設等再編計画により施策が反映されて
いく段階に入ってきている

会
派 

に
か
ほ
ク
ラ
ブ

　

録
画
配
信

▲

　

さ　

さ　

き　

は
る　

お

佐
々
木
春
男
議員

会
派　

日
本
共
産
党

　

さ　

さ　

き　

と
し
は
る

佐
々
木
敏
春
議員

会
派　

公
明
党

さ
い
と
う　
　

み
つ
は
る

齋
藤　

光
春
議員

　

さ　

さ　

き　

と
し
つ
ぐ

佐
々
木
平
嗣
議員

臨
時
会
・
定
例
会

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

一　

般　

質　

問

議 

員 

研 

修

意
見
交
換
会

臨
時
会
・
定
例
会

一　

般　

質　

問

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

意
見
交
換
会

議 

員 

研 

修
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◀
録
画
配
信

最低限度以上の備蓄を維持している

災害への備えは

　

録
画
配
信

▲

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

　

問　

４
月
以
降
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
方
針
は
。

　

市
民
福
祉
部
長　

健
康
保
持

の
意
味
で
、
７
０
０
０
円
超

と
さ
れ
る
接
種
費
用
の
全
世

代
へ
の
一
部
助
成
を
、
医
療

機
関
と
協
議
し
な
が
ら
他
市

町
村
の
動
向
も
踏
ま
え
検
討

し
た
い
。

畑
地
化
支
援
に
つ
い
て

　

問　

令
和
５
年
度
の
市
及
び

県
の
申
請
状
況
と
結
果
は
。

　

農
林
水
産
部
長　

本
市
は
３

個
人
２
組
織
か
ら
キ
ャ
ベ
ツ
、

ア
ス
パ
ラ
各
１
件
、
ソ
バ
２

件
の
申
請
が
あ
り
、
採
択
は

な
い
。
県
全
体
で
は
４
１
５

経
営
体
か
ら
要
望
が
あ
り
採

択
率
は
23
％
。
そ
の
う
ち
高

収
益
作
物
は
53
％
が
採
択
さ

れ
、
高
収
益
作
物
が
採
択
さ

れ
や
す
い
傾
向
で
あ
る
。

　

問　

畑
地
化
に
取
り
組
も
う

と
す
る
農
業
者
を
ど
の
よ
う

に
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
か
。

　

農
林
水
産
部
長　

秋
田
県
の

ソ
バ
の
作
付
け
面
積
は
全
国

3
位
な
が
ら
収
量
は
７
位
、

本
市
の
単
収
も
低
い
が
伸
び

代
は
十
分
あ
る
。
県
も
ソ
バ

の
生
産
維
持
の
た
め
の
取
り

組
み
も
始
め
て
お
り
、
地
域

や
個
々
の
意
向
を
確
認
し
な

が
ら
Ｊ
Ａ
等
関
係
機
関
と
連

携
し
て
進
め
て
い
く
。

脱
炭
素
社
会
実
現
の
取
組
み

　

問　

省
エ
ネ
へ
の
新
た
な
補

助
制
度
の
考
え
と
「
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
の
具

体
的
な
時
期
は
。

　

市
長　

経
済
産
業
省
や
県
、

東
北
電
力
の
補
助
の
ほ
か
、

市
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

の
中
で
も
一
部
対
象
と
し
て

い
る
た
め
、
創
設
の
予
定
は

な
い
。

　

市
の
補
助
制
度
の
内
容
を
、

補
助
率
も
含
め
再
検
討
す
る

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　

宣
言
を
す
る
だ
け
で
は
イ

ン
パ
ク
ト
が
な
く
、
特
徴
あ

る
事
業
と
の
セ
ッ
ト
で
、
令

和
６
年
度
中
の
遅
く
な
い
時

期
で
の
宣
言
を
考
え
て
い
る
。

避難対応を根本から見直す

　

問　

今
回
の
津
波
注
意
報
に

対
す
る
行
政
の
対
応
と
避
難

行
動
は
。

　

総
務
部
長　

今
回
の
避
難
指

示
に
当
た
っ
て
は
、
車
で
避

難
し
な
い
事
や
徒
歩
で
の
避

難
の
呼
び
か
け
な
ど
は
行
っ

て
い
な
い
。

　

本
来
の
全
員
避
難
の
避
難

先
と
し
て
、
３
公
民
館
の
開

設
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、

避
難
指
示
は
全
員
避
難
で
あ

る
こ
と
が
地
域
に
浸
透
で
き

て
い
な
か
っ
た
。

　

今
回
表
面
化
し
た
大
き
な

課
題
の
一
つ
は
、
避
難
指
示

を
発
令
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
行
政

と
し
て
の
対
応
や
市
民
へ
の

働
き
へ
と
つ
な
が
ら
な
か
っ

た
こ
と
で
あ
り
、
改
善
に
向

け
て
検
討
を
始
め
て
い
る
。

　

問　

建
物
の
耐
震
化
の
遅
れ

か
ら
多
く
の
犠
牲
者
が
で
た
。

本
市
で
は
令
和
９
年
度
ま
で

に
80
％
と
し
て
い
る
が
、
実

現
可
能
か
。

　

総
務
部
長　

非
常
に
厳
し
い

と
捉
え
て
い
る
。

　

問　

避
難
路
を
阻
ん
だ
電
柱

の
倒
壊
対
策
に
つ
い
て
。
無

電
柱
化
へ
の
取
組
は
。

　

市
長　

無
電
柱
化
は
震
災
の

際
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
上

で
非
常
に
有
効
で
あ
る
が
、

莫
大
な
事
業
費
が
想
定
さ
れ
、

現
実
的
に
は
か
な
り
難
し
い

と
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

問　

上
水
道
施
設
の
本
市
に

お
け
る
耐
震
化
の
状
況
は
。

　

建
設
部
長　

現
在
上
水
道
の

耐
震
化
済
み
の
延
長
は
、
全

体
で
約
１
１
６
㎞
で
耐
震
化

率
は
35
・
８
％
。
浄
水
施
設

11
か
所
、
配
水
場
20
か
所
は
、

今
年
度
水
道
施
設
耐
震
化
更

新
計
画
の
策
定
を
行
っ
て
お

り
、
計
画
的
に
整
備
を
行
っ

て
い
く
。

能登半島地震の教訓を本市の防災減災対策に
どう活かすのか

　

録
画
配
信

▲

　

さ　

さ　

き　

は
る　

お

佐
々
木
春
男
議員

全世代へ7千円超とされる接種費用の

一部助成を検討したい

４月以降の新型コロナウイルスワクチン接種の
検討内容や方針は

　

録
画
配
信

▲

市長

災
害
に
対
す
る
市
の
備
え
は

　

問　

災
害
に
対
応
す
る
た
め

の
備
え
に
つ
い
て
、
①
避
難

所
の
電
気
、
水
、
食
料
な
ど

備
品
確
保
に
対
す
る
方
針
と

備
え
の
現
況
は
。
②
防
災
無

線
の
音
声
が
屋
内
で
は
聞
き

取
り
に
く
い
と
の
声
が
多
く

聞
か
れ
る
。
今
後
の
改
善
は
。

③
能
登
地
域
災
害
の
教
訓
と

し
て
道
路
の
破
損
等
に
よ
る

「
孤
立
」
対
策
は
。

　

総
務
部
長　

①
県
と
市
は
、

水
や
食
料
な
ど
19
品
目
の
最

低
限
度
備
蓄
す
べ
き
量
を
定

め
て
い
る
が
、
現
在
、
最
低

限
度
以
上
の
備
蓄
を
維
持
し

て
い
る
。

　

市
長　

②
音
声
の
聞
き
取
り

に
く
さ
を
劇
的
に
改
善
す
る

こ
と
は
困
難
。
情
報
の
発
信

に
気
づ
く
き
っ
か
け
と
し
て
、

そ
の
後
に
様
々
な
手
段
で
詳

し
い
情
報
を
取
得
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
る
。
③
市

内
で
孤
立
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
を
事
前
に
調
査
し
、
把

握
し
て
お
く
こ
と
も
検
討
が

必
要
と
考
え
る
。
道
路
の
危

険
個
所
の
補
強
に
努
め
、
被

災
し
た
際
の
道
路
復
旧
は
、

孤
立
状
態
を
回
避
す
る
こ
と

を
最
優
先
と
し
て
取
り
組
む
。

ハ
タ
ハ
タ
不
漁
の

　
　
　

影
響
は
大
き
い

　

問　

漁
業
経
営
に
と
っ
て
ハ

タ
ハ
タ
の
不
漁
と
燃
油
の
高

騰
は
大
き
な
打
撃
だ
。
離
職

者
を
出
さ
な
い
よ
う
に
応
援

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

市
長　

こ
れ
ま
で
も
様
々
な

対
応
を
し
て
き
た
が
、
漁
獲

量
は
回
復
し
て
い
な
い
。
漁

業
共
済
の
掛
け
金
へ
助
成
し

て
い
る
。

　

問　

会
計
年
度
任
用
職
員
の

待
遇
改
善
を
求
め
る
。

　

総
務
部
長　

現
時
点
で
非
公

募
や
任
用
上
限
の
撤
廃
を
行

う
予
定
は
な
い
。
均
等
な
任

用
機
会
の
付
与
に
よ
り
、
公

平
性
を
保
ち
不
安
な
く
働
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
研
究
・

検
討
し
て
い
く
。

総務
部長

市民福祉
部　長

臨
時
会
・
定
例
会

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

一　

般　

質　

問

議 

員 

研 

修

意
見
交
換
会

臨
時
会
・
定
例
会

一　

般　

質　

問

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

意
見
交
換
会

議 

員 

研 

修

も
り　
　
　
　

て
つ　

や

森　
　

鉄
也
議員

さ
い
と
う　
　
　
　

す
す
む

齋
藤　
　

進
議員



にかほ市議会だより　第79号　２０２４．５．１にかほ市議会だより　第79号　２０２４．５．１

人口減少対策は「にかほ市まち・ひと・しごと
総合戦略」で対応していく

「総合発展計画」を人口減少対策に対応した
計画に見直す考えはないか

　

録
画
配
信

▲

公
共
施
設
再
編
成
の

　
　
　

取
組
み
に
つ
い
て

　

問　

旧
上
郷
小
学
校
の
当
初

計
画
に
あ
っ
た
整
備
計
画
の

進
捗
状
況
は
。

　

市
長　

当
初
計
画
を
全
て
具

現
化
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

ダ
イ
キ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
に
は
、
施
設
を
最
大
限
利

用
し
た
運
営
を
お
願
い
し
て

い
る
。

　

企
画
調
整
部
長　

企
画
提
案

の
あ
っ
た
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
、

銀
行
、
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

は
整
備
し
て
い
な
い
。

　

問　

旧
上
郷
・
上
浜
小
の
両

施
設
が
本
市
に
も
た
ら
す
費

用
対
効
果
は
。

　

市
長　

施
設
整
備
費
用
の
回

収
に
と
ら
わ
れ
ず
、
廃
校
利

用
の
意
義
や
入
居
事
業
者
に

よ
る
事
業
展
開
が
地
域
活
性

化
に
寄
与
し
、
結
果
的
に
経

済
波
及
効
果
を
産
む
こ
と
を

期
待
す
る
。

　

問　

譲
渡
は
考
え
な
い
か
。

　

市
長　

現
時
点
で
は
考
え
て

い
な
い
。

　

問　

商
工
会
の
公
共
施
設
へ

の
移
転
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

　

商
工
観
光
部
長　

候
補
に
挙

が
っ
た
施
設
の
改
修
に
多
額

の
費
用
が
か
か
り
商
工
会
の

負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と
か

ら
、
協
議
が
続
い
て
い
る
段

階
で
あ
る
。

公
共
施
設
の
解
体
や

　

譲
渡
の
計
画
に
つ
い
て

　

問　

老
朽
化
に
よ
る
危
険
や

改
修
費
用
の
か
か
る
施
設
の

譲
渡
は
不
適
切
と
考
え
る
が
。

　

市
長　

安
全
性
が
確
保
で
き

な
い
施
設
は
解
体
を
検
討
し
、

譲
渡
は
総
合
的
に
判
断
し
た

上
で
行
う
。

観
光
拠
点
セ
ン
タ
ー
に
か
ほ

っ
と
の
現
状
に
つ
い
て

　

問　

入
店
企
業
と
の
営
業
継

続
に
関
す
る
協
議
は
行
っ
て

い
る
か
。

　

商
工
観
光
部
長　

担
当
課
職

員
も
参
加
し
て
月
一
回
程
度

定
例
会
を
行
い
、
個
別
面
談

も
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

　

問　

施
設
の
雨
漏
り
に
対
す

る
対
処
は
。

　

商
工
観
光
部
長　

設
置
者
で

あ
る
市
が
早
急
に
対
処
す
る
。

来年度の計画改訂により、対応できると
考えている

地
域
防
災
計
画
と
地
震
対
応

　

問　

本
市
の
地
域
防
災
計
画

等
は
、
能
登
半
島
地
震
相
当

の
大
地
震
や
大
規
模
災
害
に

対
応
で
き
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
か
。

　

市
長　

来
年
度
の
計
画
改
訂

に
よ
り
、
国
の
防
災
基
本
計

画
や
県
の
地
域
防
災
計
画
と

整
合
さ
せ
る
予
定
だ
。
改
訂

後
の
計
画
に
定
め
る
内
容
が

確
実
に
実
行
で
き
れ
ば
、
今

回
の
能
登
半
島
地
震
ク
ラ
ス

の
災
害
に
も
対
応
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

平
常
時
の
備
え
や
防
災
・

減
災
の
更
な
る
強
化
が
必
要

と
さ
れ
る
項
目
は
あ
る
か
。

　

総
務
部
長　

顕
在
化
し
た
課

題
と
し
て
避
難
所
開
設
に
関

す
る
こ
と
、
市
民
が
取
る
べ

き
避
難
行
動
が
浸
透
で
き
て

い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

問　

避
難
所
の
１
人
当
り
ス

ペ
ー
ス
を
、
ど
の
ぐ
ら
い
の

広
さ
を
基
本
と
し
た
考
え
で

い
る
か
。

　

総
務
部
長　

そ
の
施
設
の
総

延
べ
床
面
積
に
対
し
て
２
㎡

に
１
人
と
い
う
人
数
に
な
っ

て
い
る
。

　

問　

避
難
所
の
レ
イ
ア
ウ
ト

構
想
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

考
え
か
。

　

総
務
部
長　

レ
イ
ア
ウ
ト
に

関
し
て
特
化
す
る
と
、
３
公

民
館
か
ら
作
成
に
向
け
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　

問　

本
市
の
個
別
避
難
計
画

作
成
状
況
と
今
後
の
計
画
は
。

　

市
長　

本
市
の
個
別
避
難
計

画
の
作
成
状
況
は
、
平
成
30

年
度
に
３
自
治
会
で
17
件
、

令
和
２
年
度
に
６
自
治
会
で

47
件
を
作
成
済
み
。
そ
れ
以

降
、
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
作

成
を
一
時
中
断
し
た
状
態
と

な
っ
て
い
る
。
現
時
点
で
は
、

要
支
援
者
名
簿
搭
載
者
１
７

４
５
件
の
う
ち
64
件
の
作
成

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

地域防災計画等は、大地震に対応できる内容か

　

録
画
配
信

▲

市長

施設の状況を検証して再編に取り組む

公共施設の再編の取組みとにかほっとの現状は

　

録
画
配
信

▲

市長

地
区
防
災
計
画
の

　
　

策
定
推
進
に
つ
い
て

　

問　

能
登
半
島
地
震
を
契
機

に
、
発
災
時
の
避
難
と
避
難

所
開
設
に
お
け
る
課
題
を
把

握
し
、
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

　

市
長　

今
回
の
避
難
指
示
の

対
象
の
う
ち
、
避
難
所
へ
避

難
さ
れ
た
方
々
の
割
合
は

１
・
67
％
に
と
ど
ま
っ
た
な

ど
、
実
際
に
避
難
行
動
を
起

こ
し
た
人
の
割
合
は
相
当
程

度
低
か
っ
た
も
の
と
推
察
さ

れ
る
。

　

問　

災
害
初
動
期
、
住
民
主

体
の
災
害
対
応
が
で
き
る
た

め
の
対
策
と
し
て
、
地
区
防

災
計
画
の
策
定
推
進
が
必
要

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　

市
長　

地
区
防
災
計
画
は
災

害
時
の
初
動
に
お
け
る
地
区

ご
と
の
自
助
・
共
助
の
計
画

で
あ
る
と
の
認
識
だ
。
計
画

の
策
定
に
当
た
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
な
ら
で
は
の
課
題

の
具
体
化
が
求
め
ら
れ
る
と

も
考
え
て
い
る
。
土
砂
災
害
、

洪
水
、
津
波
な
ど
、
地
区
に

よ
っ
て
想
定
さ
れ
る
災
害
は

異
な
り
、
自
治
会
の
規
模
や

支
援
が
必
要
な
方
々
の
居
住

状
況
な
ど
に
よ
っ
て
も
、
災

害
の
対
応
は
大
き
く
異
な
る

と
思
わ
れ
る
。

　

地
域
に
お
け
る
自
助
・
共

助
の
位
置
づ
け
や
、
そ
の
仕

組
み
を
具
体
的
・
明
確
化
し

よ
う
と
す
る
取
り
組
み
に
対

し
て
は
、
先
進
事
例
の
提
示

や
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
な
ど

の
支
援
を
検
討
し
た
い
。

「
な
や
み
相
談
窓
口
」
の

　
　

開
設
な
ど
有
効
活
用
を

　

問　

子
ど
も
の
不
登
校
へ
の

端
緒
に
早
い
段
階
で
気
付
き

対
応
す
る
た
め
に
、
１
人
１

台
端
末
を
活
用
し
、
子
ど
も

た
ち
の
心
の
状
況
を
書
き
込

む
こ
と
が
で
き
る
「
な
や
み

相
談
窓
口
」
を
開
設
す
る
な

ど
、
有
効
活
用
を
図
る
べ
き

と
考
え
る
が
。

　

教
育
長　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
活
用
し
た
相
談
窓
口
の
環

境
、
仕
組
み
の
整
備
に
は
、

教
育
相
談
に
適
し
た
人
材
の

確
保
、
予
算
、
財
源
の
確
保

と
い
っ
た
ハ
ー
ド
ル
の
高
い

課
題
が
あ
り
、
現
実
性
を
見

極
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

地域における自助共助を具体化しようとする

取組みを支援

避難行動における課題の把握と対策は

　

録
画
配
信

▲

市長

市長

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

　

問　

「
総
合
発
展
計
画
」
に

人
口
減
少
対
策
を
盛
り
込
み
、

改
訂
す
る
計
画
は
な
い
の
か
。

　

市
長　

総
合
発
展
計
画
の
変

更
は
、
手
続
な
ど
の
点
か
ら

容
易
で
は
な
い
。

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
地
方
創

生
総
合
戦
略
で
具
体
的
に
人

口
減
少
問
題
に
取
り
組
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

と
捉
え
て
い
る
。
人
口
問
題

を
切
り
口
に
政
策
分
野
を
整

理
し
た
上
で
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、
今
後
も

「
に
か
ほ
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に

掲
げ
る
各
種
施
策
及
び
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
検
証
を
行

い
な
が
ら
、
人
口
減
少
対
策

に
重
点
を
置
い
た
施
策
を
実

行
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

問　

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

は
。

　

市
長　

「
に
か
ほ
市
自
治
体

Ｄ
Ｘ
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、

ま
ず
は
市
役
所
内
部
の
Ｄ
Ｘ

を
先
行
さ
せ
な
が
ら
、
徐
々

に
地
域
に
向
け
て
影
響
度
を

拡
大
さ
せ
て
い
く
と
い
う
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
定
め
て
い
る
。

　

問　

人
口
減
少
が
進
ん
だ
際

に
他
市
町
と
の
合
併
の
考
え

は
。

　

市
長　

全
く
考
え
て
い
な
い
。

図
書
館
機
能
を
有
し
た

　
　

複
合
施
設
の
見
直
し
は

　　

問　

公
約
で
あ
る
図
書
館
機

能
を
有
し
た
複
合
施
設
の
建

設
を
変
更
す
る
考
え
は
。

　

市
長　

公
約
を
変
え
る
つ
も

り
は
な
い
。
現
在
及
び
今
後

の
地
域
の
経
済
情
勢
や
市
の

財
政
状
況
よ
り
慎
重
に
見
極

め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
も

う
少
し
時
間
を
か
け
て
市
民

の
皆
さ
ん
と
課
題
を
共
有
し

な
が
ら
検
討
を
し
て
い
き
た

い
。

臨
時
会
・
定
例
会

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

一　

般　

質　

問

議
員
研
修
・
政
務
活
動
費

意
見
交
換
会

さ
い
と
う　
　

み
つ
は
る

齋
藤　

光
春
議員

　

さ　

さ　

き　

ま
さ
か
つ

佐
々
木
正
勝
議員

臨
時
会
・
定
例
会

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

一　

般　

質　

問

議 

員 

研 

修

意
見
交
換
会

臨
時
会
・
定
例
会

一　

般　

質　

問

特　
　
　

集

会
派
代
表
質
問

意
見
交
換
会

議 

員 

研 

修

　

さ　

さ　

き　

と
し
は
る

佐
々
木
敏
春
議員

さ
い
と
う　
　
　
　

さ
と
し

齋
藤　
　

聡
議員
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佐々木孝二／宮崎　信一／佐藤　直哉

齋藤　光春／佐々木正勝

議員名会派名

収　入

600,000

360,002

240,001

240,000

120,000

120,000

120,000

1,800,003

調査研究費 研　修　費 広　報　費 資料購入費

35,200

28,160

0

0

3,500

0

0

66,860

合　　計

60,000

36,000

75,950

235,131

12,000

12,000

67,700

498,781

267,140

258,915

123,584

10,880

0

86,415

0

746,934

206,074

0

0

0

93,640

0

0

299,714

568,414

323,075

199,534

246,011

109,140

98,415

67,700

1,612,289

支 出
会　派　名

響

にかほクラブ

合　計

日本共産党

創明会

きぼう

公明党

髙橋利枝

主な支出【調査研究費】議会タブレット通信費／視察研修　 【研修費】研修受講／視察研修　 【広報費】会報誌印刷代／配布委託料

　にかほ市では、会派または議員へ政務活動費を一人あたり年１２万円交付しています。対象期間は

令和５年４月から令和６年３月までとなります。 ※収支差額の収入超過分は市に返還。支出超過分は会派が負担。

創明会

きぼう

響
伊藤　竹文／森　　鉄也／齋藤　　聡

齋藤　雄史／齋藤　　進 佐々木春男

佐々木敏春

髙橋　利枝

議員名会派名

日本共産党

公明党

無所属

にかほクラブ 佐々木平嗣／小川　正文

　令和６年１月２６日、昨年に引き続き市民との意見交換会「議員と語ろう！」を開催し、１

団体市民３２人にご参加いただき、議員７人と意見交換を行いました。能登半島地震を受けて

の開催だったため、防災に関するご意見や市議会への問題提起などをいただいています。

　市議会では、市民の皆さまからの意見を随時お待ちしております。

〈 参加者の意見 〉
●仁賀保高校の存続について

　・仁賀保高校が秋田県内でも有名になるよう、努力が必要だ。

　・教育・産業の面でも地元に高校は必要。是非残してほしい。

●高齢者の現状について

　・行政と高齢者（市民）の現状認識の共有化が課題発掘につながる。

　・高齢者も「自助・共助・公助」の考え方が必要とされている。

　・老人クラブの活動が楽しみだ。参加してよかったと思える活動をしていきたい。

　・にかほ市でも「要約筆記者」の要請をしてほしい。　　　　など　ほか多数
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　議員の議会における質問力を目的に、株式会社廣瀬行政研究所長　廣瀬和彦氏を講師に、オ

ンラインによる研修を実施しました。本会議にて行われる一般質問や質疑がより良いものにな

るよう、他市議会などの事例や質問のポイントなどの講義を受けました。

質 問 力 の 向 上 へ～議員研修開催～

　４月１０日から二日間、市議会議員で構成する「にかほ市森林・林業・林産業活性化推進議

員連盟」の研修を行いました。秋田県産材の利活用状況や現在の木材加工技術の視察を目的

に、中国木材株式会社能代工場、秋田県立大学木材高度加工研究所、白神森林組合を訪問して

います。

　秋田県と能代市が誘致した中国木材株式会社能代工場（今年１月本格稼働）では、県内産木

材の加工や販売に対して大きな期待が寄せられています。

　また、秋田県立大学木材高度加工研究所では、新たな技術による建築用木材の可能性につい

ての説明を受けました。

　民間企業と研究機関との連携が進み、県内産業の活性化と、経済的波及効果の動向を注視し

ていきます。

林活議員連盟視察研修へ～秋田県能代市～

▲中国木材株式会社　製材ライン

室沢明寿会との意見交換

▲秋田県立大学　栗本教授（写真左）から説明を受ける




